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ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催
！

▼
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た
本
を

　
持
ち
寄
り
、
紹
介
し
て
デ
ィ
ス

　
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
投
票
で

　
１
番
面
白
か
っ
た
本
を
決
め
ま

　
す
。
当
日
は
紹
介
し
た
い
本
を

　
必
ず
１
冊
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
／
６
月
16
日
日

時
間
／
午
後
２
時
～
午
後
４
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
会
議
室

対
象
／
市
民
及
び
広
域
利
用
者

定
員
／
20
人
（
先
着
）

参
加
費
／
無
料

講
師
／
藤
原
龍
一
郎
氏
（
石
岡
市

　
図
書
館
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
方
法
／
５
月
９
日
木
よ
り
図

　
書
館
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
参
加
者
２
人
以
上
で
実
施
。

大
人
の
た
め
の

　
　
　
　
　
お
は
な
し
会

▼
今
回
で
11
回
目
と
な
る
人
気
の

　
朗
読
会
。
民
話
・
小
説
・
エ
ッ

　
セ
イ
な
ど
心
に
響
く
ち
ょ
っ
と

　
い
い
話
を
集
め
ま
し
た
。

日
に
ち
／
５
月
25
日
土

時
間
／
午
後
１
時
～
３
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
図
書
室

参
加
費
／
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

ゲ
ス
ト
／
藤
田
加
奈
子
氏
（
元
茨

　
城
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

図
書
館
新
着
Ｃ
Ｄ
・

　
　
　
　
　
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ

▼
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
の
連

　
休
中
は
、
お
う
ち
で
ゆ
っ
く
り

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
を
鑑
賞
す
る
の

　
も
お
す
す
め
で
す
。

新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　
昭
和
・
平
成
の
名
作
映
画

　
「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
」

　
「
火
宅
の
人
」

　
「
キ
ネ
マ
の
天
地
」

　
「
あ
ゝ
野
麦
峠
」

　
「
楢
山
節
考
」

　
「
そ
れ
か
ら
」

　
「
Ｗ
の
悲
劇
」

　
「
遥
か
な
る
山
の
呼
び
声
」

　
「
八
甲
田
山
」

新
着
Ｃ
Ｄ

　
話
題
の
映
画
サ
ン
ト
ラ

　
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」

　
「
ア
リ
ー　
ス
タ
ー
誕
生
」

　
人
気
の
ポ
ッ
プ
ス
・
演
歌
な
ど

　
「
ラ
ブ
と
ポ
ッ
プ
」　
Ｄ
Ｊ
和

　
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ　
Ｖ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
野　
源

　
「
三
山
ひ
ろ
し
全
曲
集
」

　
「
シ
ン
グ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
福
田　
こ
う
へ
い

　
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
」

　
「
浪
曲
さ
わ
り
集
」

　
「
東
京
五
輪
音
頭
」　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
は

　

  

０
歳
か
ら
作
れ
ま
す
！

▼
図
書
館
の
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を

　
借
り
る
と
き
は
、
図
書
館
利
用

　
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確

　
認
で
き
る
身
分
証
（
保
険
証
な

　
ど
）
を
お
持
ち
に
な
り
ご
来
館

　
く
だ
さ
い
。

図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【５月の休館日】 １日水・２日木・６日月・７日火・８日水・13 日月・20 日月・27 日月・30 日木

中央図書館　
こども図書館 本の森

≪おはなし玉手箱≫
・４日土午前 10 時 30 分～
≪ひよこのおはなしかい≫
・９日木午前 10 時 30 分～
≪おはなし会≫
・18 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
≪おはなしフレンズ≫
・11 日土午後 2 時 30 分～
--------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連
れでも大丈夫です。安心して
お越しください。

５月の楽しいおはなし会 ◀第２木曜日のひ
よこのおはなしか
いを行う「なかよ
し」さん。4 か月
児健診時に絵本の
読み聞かせを行う

「ブックスタート」
で も 活 躍 中。 赤
ちゃん向けの絵本
をたくさんご紹介
されていますよ～

▲藤田加奈子氏

広報いしおか５月１日号　№３２６　　１８　　　　　　　

本と出会おう！本を楽しもう！
４月 23 日から５月 12 日は「こどもの読書週間」
▶こどもたちにもっと本を！との願いから、1959 年（昭和
　34 年）から「こどもの読書週間」がはじまりました。
　こども図書館本の森でも、読書週間におすすめする本を展
　示中です。ぜひこの機会に、新たな本と出会ってみません
　か？ 

図書館おすすめ！たのしい絵本

かえうた かえうた こいのぼり
　石井　聖岳（講談社）

替え歌を歌っているうちに、どんどん不
思議なこいのぼりが登場！
思わず自分も替え歌をつくりたくなっ
ちゃう！



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

石
岡
俚
謡
会府　

中　
稲
田　
す
み

幼
稚
園
児
が　
明
る
い
声
で

　
口
を
揃
え
て　
春
の
歌

南　
台　
香
倶
耶
姫

紫
煙
く
ゆ
ら
す　
そ
の
横
顔
が

　
好
き
と
思
え
た　
遠
い
夜

国　
府　
坂
下　
蜻
蛉

産
地
直
送　
野
菜
の
箱
に

　
添
え
て
届
い
た　
桃
の
枝

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

府　
中　
土
井　
湧
輔

廃
校
の
語
り
部
と
な
る
桜
か
な

東
光
台　
野
村　
洋
子

鶯
と
吾
が
口
笛
と
交
信
す

石　
岡　
前
川　
豊
美

出
た
が
り
の
血
が
騒
ぐ
ら
し
春
嵐

東
光
台　
森　
ま
さ
え

息
か
け
て
明
日
の
春
空
磨
き
を
り

旭　
台　
綿
引　
さ
か
え

も
の
言
わ
ぬ
写
真
た
の
し
も
彼
岸

く
る

や
さ
と
俳
句
会

柴　
内　
羽
生　
俊　

何
も
か
も
夫
の
遺
品
や
梅
の
花

柿　
岡　
岡
村　
素
泡

杉
の
花
筑
波
七
沢
う
す
に
ご
り

瓦　
谷　
國
谷　
南
風

酒
蔵
の
長
き
板
塀
風
光
る

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

府　
中　
山
口　
文
子

気
付
か
ず
に
段
差
に
ま
ろ
ぶ
我
が

許
に
少
年
馳
せ
き
て
怪
我
は
無
き

か
と

北
府
中　
大
村　
み
ち
ゑ

夕
ま
ぐ
れ
忙
し
く
立
て
る
春
障
子

大　
塚　
松
岡　
元
義

彼
岸
明
け
心
を
さ
ま
る
心
地
な
り

山　
崎　
荒
井　
幸
子

レ
ジ
を
打
つ
我
に
幼
子
笑
み
か
け

る
孫
無
き
身
に
も
日
々
の
幸
せ

山　
崎　
鈴
木　
君
江

一
陣
の
風
に
舞
い
た
る
杉
花
粉
黄

砂
の
ご
と
く
空
を
染
め
ゆ
く

文芸いしおか

南　
台　
海
老
澤　
明
子

わ
が
庭
に
水
仙
の
花
は
咲
き
た
る

や
帰
り
得
ぬ
ま
ま
二
月
が
終
る

井　
関　
木
間
塚　
具
子

住
む
人
の
居
ら
な
き
庭
に
今
年
ま

た
紅
梅
咲
き
て
小
鳥
も
集
う

上　
曽　
岡
野　
衛　

髭
を
そ
り
髪
と
と
の
え
て
初
歌
会

見
え
ぬ
重
圧
に
こ
こ
ろ
の
揺
ら
ぐ

八
郷
短
歌
会山　

崎　
鈴
木　
菫　

ま
だ
来
ぬ
に
み
や
げ
は
手
作
り
の

梅
干
し
が
欲
し
い
と
従
姉
は
さ
ら

り
と
言
え
り山　

崎　
西
口　
は
ま
子

咲
き
極
む
桜
の
花
と
モ
ア
イ
像
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
過
ぎ
る

鹿
の
子　
田
村　
こ
ま
く
さ

桃
の
咲
い
て
る　
畑
に
み
と
れ

　
夏
の
収
穫　
待
ち
遠
し

東
大
橋　
醍
醐　
正
夫

白
い
お
に
ぎ
り　
三
角
山
に

　
海
苔
の
紫　
ほ
っ
か
ほ
か

山　
崎　
若
色　
茂  

春
田
一
面　
レ
ン
ゲ
を
摘
ん
で

　
作
る
母
娘
の　
花
飾
り

総　
社　
暁　
夢
華

母
の
磯
節　
元
気
な
声
で

　
寒
さ
飛
ば
し
て　
波
に
散
る

石
岡　
関
口　
貞
夫

街
を
歩
け
ば　
絹
糸
ほ
ど
の

　
傘
は
い
ら
な
い　
春
の
雨

細　
谷　
高
橋　
真
希

鳥
が
起
こ
し
た　
波
す
じ
一
つ

　
冬
の
日
の
出
が　
照
ら
す
朝

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

文化協会だより
　石岡棋友会が創設されて 59 年、会員皆
将棋の技術向上に努めております。
　将棋は頭脳戦のため、ルールさえ覚えれ
ば子どもから大人まで誰でも楽しめます。
　将棋を指すことで、集中力・判断力・決
断力・忍耐力・洞察力の養成など様々な力
が身に付きます。
　本会では、国府地区公民館で週に 2 回（水
曜日と土曜日）、将棋を指しています。
　また、毎年秋に市民会館で行われる石岡
市文化祭で将棋大会を開催しています（別
途参加費が必要）。

　どなたでも大歓迎ですので、お気軽にお
問い合わせください。
会員／ 19 人
年会費／大人 3,000 円　子ども 2,000 円
問日本将棋連盟石岡棋友会支部
　℡ 080-3215-7003（宮本 良之）

第 9 回
日本将棋連盟石岡棋友会支部

　　　　　　　１９　　広報いしおか５月１日号　№３２６


